
蓬
莱
町
界
隈

（そ
の
四
卜
九
）

蘇
る
か

，
天
下
祭

―
江
戸
０
か
り
の
山
車
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
―

日

な
ぜ
小
江
戸
の
都
市
が
集
ま
る
の
か
‥

ま
だ
残
暑
の
き
び
し

い
本
年

の
九
月
二
十
二

日
午
後
、
墨
日
区
に
あ
る
江
戸
東
京
博
物
館
で
、

第
二
日
の

「
江
戸
ゆ
か
り
の
山
車

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
か
れ
て
、
約
二
千
人
の
参
加
者
で
賑
わ

っ

た
．東

京
か
ら
は
山
Ｔ
祭
と
神
田
祭

の
氏
子
町
内

か
ら
の
代
表
者
や
、
千
代
日
区
長
　
中
央
区
長
、

ま
た
、
神
田
明
神

の
大
鳥
居
宮
司
も
参
会
さ
れ

た
。後

援
者

の
中
に
は
、
わ
が
根
津
神
社
の
名
も

連
な

っ
て
い
た
。
主
催
者
側
で
は
、
山
王
祭
、

神
日
祭
、
根
津
権
現
祭

の
天
下
祭
り
三
社
の
名

入
れ
の
扇
子
や
子
拭

い
を
特
別
に
制
作
し
て
、

会
場
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。
私
は
日
本
神
輿
協

会
の
相
談
役
で
あ
り
、
小
舟
町

（江
戸
三
大
Ｉ

の
三
の
官
）
の
黒
川
治
良
氏
や
神
日
祭

の
世
話

役
の
東
神
日
睦

の
山
瀬

一
男
氏
か
ら
招
待
を
う

け
て
参
加
し
た
。
前
列
か
ら
二
列
日
で
、
立
教

大
学
の
松
平
誠
教
授
や
、
文
部
技
官
と
席
を
列

ね
た
．

今
回
は
、
山
王
祭
と
神
日
祭
の
総
代
の
ほ
か

関
東

一
円
の

「
小
江
戸
」
と
称
さ
れ
る
、
山

，

ま

つ
り
の
盛
大
な
各
都
市
か
ら
、
運
営
に
当
た

ら
れ
て
い
る
諸
氏
か
ら
、
御
祭
礼
に
む
け
て
山

車
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
説
明
や
今
後
の
問
題

点
な
ど
を
、
ヴ
ィ
デ
オ
を
見
な
が
ら

の
勉
強
会

を
行

っ
た
。

栃
木
県
鳥
山
町
の

一鳥
山
山
あ
げ
祭
」
、
熊
谷

市
の

「熊
谷
う
ち
わ
祭
」
、
佐
倉
市
の

「
佐
倉
の

秋
祭
り
」
、
佐
原
市
か
ら
は

「佐
原
の
人
祭
」
、
人

王
子
の

一
人
Ｉ
子
ま

つ
り
」
と
、
何
れ
も
江
戸

ゆ
か
り
の
山
車
を
中
心
と
し
た
御
祭
礼
の
様
子

が
つ
ぶ
さ
に
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
都
市
以
外
に
も
、
栃
本
市
、
鹿
沼

市
、
日
立
市
、
川
越
市
、
青
梅
市
な
ど
、
一小
京

都
」
と

い
う

の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
関
東
平

野
を
め
ぐ
る
河
川
に
よ
る
物
流
の
行
わ
れ
た

む
し
ろ

「
小
江
戸

一
と

い
う

に
ふ
さ
わ
し

い

町
々
で
も
、
大
祭
の
氏
子
の
参
加
は
、
江
戸
時

代
か
ら
現
在
ま
で
、
伝
承
さ
れ
て
う
け

つ
が
れ

て
い
る
。
そ
う

い
う
都
市
で
■
い
わ
ゆ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
ま
だ
こ
わ
さ
れ
ず
に
保
た
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
等

の
御
祭
礼
が
町
お

こ
し
に
連
な
り
、
観
光
客
や
来
訪
者

の
誘
致
に

つ
な
が
る
か
ら
だ
と

い
う
見
方
で
は
　
こ
の
様

な
伝
統
行
事
が
永
年
の
間
連
綿
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と
の
、
も

っ
と
根
底
に
脈

々
と

生
き

つ
づ
け
て
い
る
郷
土
や
町

へ
の
愛
と
誇
り

と
自
信
の
ほ
ど
を
知
る
こ
と
は
１１１
来
な

い
だ
ろ

ヽ́「́
．́開

発
や
過
度

の
市
街
地
化
の
熊
谷
や
八
王
子

で
も
御
祭
社
の
と
り
行

い
は
、
年
を
追

っ
て
盛

大
に
な

っ
て
い
る
．^

な
ぜ
こ
れ
ら
の
都
市
が
、
天
ド
祭
の
フ
オ
ー

ラ
ム
に
出
席
し
て
く
る
か
と
言
う
と
、
今
か
ら

百
三
十
年
以
上
前

の
東
京
が
ま
だ
江

戸
と
言
わ

れ
て
い
た
頃
の
、
江
戸
市
中
の
御
祭
礼
は
、
山

上
祭
、
神
Ｈ
祭
、
根
津
権
現
祭
、
赤
坂
氷
川
祭
、

深
川
八
幡
祭
や
〓
社
祭
で
さ
え
も
、
神
興
と

い

う
の
は
、
本
来
御
本
社
の
官
神
興
だ
け
で
あ
り
、

氏
子
町
内
で
の
御
祭
礼

へ
の
参
加

の
仕
方
は
、

山
車
、
屋
台
、
抜
け
屋
台
、
千
踊
り
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ

っ
た
。
明
治
維
新
後
、
電
線
が
市

中
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
、
背
の
高

い
三
十

メ

ー
ト
ル
近

い
山
車

（ビ
ル
の
人
ヽ
卜
階
相
当
）

を
曳
く
こ
と
は
困
難
と
な

っ
て
、
御
祭
礼
は
年

を
追

っ
て
簡
素
化
に
な

っ
た
こ
と
、
明
治
政
府

の
江
戸
徳
川
時
代
の
盛
人
だ

っ
た
祭
礼
絵
巻
を

快
く
思
わ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
で
、
こ
と
に
江

戸
三
天
王
祭
な
ど
の
氏
子
範
囲
の
縮
小
や
、
祭

礼

へ
の
制
限
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
．

こ
の
間
、
曳
け
な
く
な

っ
た
名
人
の
山
車
、
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三
代
日
法
橋
原
舟
月
や
松
雲
斉
徳
山
や
古
川
長

延
な
ど
に
よ
る
江
戸
独
特
の
人
形
山
車
が
、
関

東

の
地
方
都
市
、
栃
木
、
川
越
、
青
梅
、
飯
能

な
ど

へ
流
出
さ
れ
て
行

っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
都

市
で
は
江
戸
流
れ
の
山
車
の
ほ
か
に
、
自
分
た

ち

の
町
々
で
、
当
時
の
名
人
に
山
車
の
制
作
を

依
頼
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
が
現
在
観
る
に
足
る
川
越
祭
や
佐
原
祭

な
ど
を
演
出
す
る
源
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
．

今
や
全
く
と
い
つ
て
い
い
位
忘
れ
ら
れ
て
い

る
、
か
つ
て
の
江
戸
の
御
祭
礼
を
、
い
ま
ふ
た

た
び
甦
ら
し
た

い
と

い
う
動
き
が
こ
こ
数
年
、

東
京

の
下
町
の
青
年
達
を
中
心
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
．

回

江
戸
は
老
い
た
り
、
山
三
も
神
日
も
根
津
も

江
戸
時
代
は
、
山
■
と
神
回
、
そ
れ
に
た

っ

た

一
度
だ
け
根
津
も
、
「
天
下
祭
」
を
挙
行
し
た
、

と

い
う
よ
り
挙
行
さ
せ
ら
れ
た
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
「
天
下
祭
」
と
は
、
江
戸
町
人
た
ち
の

主
催
す
る
祭
礼
で
は
な
く
て
、
徳
川
幕
府
が
天

下
人

の
権
勢
と
江
戸
の
弥
栄
を
こ
と
は
ぐ
べ
く

行
わ
さ
れ
た

「
宮
祭
」
と
受
け
止
め
る
べ
き
で

あ
る
。
寺
社
奉
行
、
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
の
三

奉
行
の
と
り
行
う
役
目
の
祭
礼
で
、
費
用
も
お

上
か
ら
ち
や
ん
と
何
千
両
と
出
て
い
る
．
警
＝

に
当
た
る
武
士
や
、
三
ヶ
町
、
南
伝
馬
町
、
大

伝
馬
町
、
小
伝
馬
町

（
の
ち

に
小
舟
町
）

の

人
々
は
、
「国
役
」
と
し
て
奉
仕
す
る
。
そ
の
代

り
に
地
租
税
は
免
除
で
あ
る
。
あ

の
神
田
祭
の

先
達
を

つ
と
め
る
雌
雄
の
人
獅
子
頭
も
、
幕
府

が
町
々
へ
貸
し
与
え
た
も
の
で
、
修
理
を
町
内

費
用
で
賄
う
な
ど
も

っ
て
の
ほ
か
、
幕
府
に
て

修
理
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
城
内
で
の
将
軍
の
御
上
覧
も
、
御
殿
女

中
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る

一
附
祭
」
も
す

べ
て
、
お
上
か
ら
指
示
が
あ

っ
て
、
そ
の
費
用

も

一
町

へ
二
百
両
く
ら

い
出
て
い
た
。
現
在

一

両
は
約
五
万
円
だ
か
ら
、
ざ

つ
と

一
千
万
円
の

お
手
当
て
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
お
上
の
期
待

に
そ
う
べ
く
、
さ
ら
に
同
額
以
上
の
出
費
が
か

さ
な

っ
た
か
ら
、
山
王
と
神
日
は
隔
年
の
大
祭

と
な

っ
た
。

明
治
以
降
は
、
幕
府
は
崩
壊
し
て
、
明
治
三

十
年
く
ら
い
ま
で
は
、
か
ろ
う
じ
て
昔
の
山
車

の
巡
行
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昔
日
の
盛
況
は

実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
な
の
に
、
現
在
に
至
る
も
、
山
■
と
神

回
、
根
津
を
は
じ
め
、
亀
戸
、
牛
島
な
ど
各
神

社
の
御
祭
礼
は
、
神
社

の
格
式
が
偉
す
ぎ
て
、

わ
れ
わ
れ
氏
子
の
御
祭
礼
行
列

へ
の
参
加
の
仕

方
は
、
全
く
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
等
閑
視
さ
れ

て
き
て
い
る
．

そ
の
上
、
都
心
で
は
再
開
発
で
、
高
層
ビ
ル

化
が
進
み
、
地
べ
だ
に
氏
子
の
住
ま
な
い
、
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
喪
失
と

い
う
現
実
が
起
き
た
。

一
ふ
る
さ
と
東
京
」
な
ん
で
空
念
仏
ば
か
り
が
先

行
し
て
、
御
祭
礼
で
の
氏
子
で
あ
る
と
い
う
自

党
も
、
喜
び
も
、
従

っ
て
誇
り
も
年
々
薄
ら

い

で
行
く
ば
か
り
で
あ
る
．

山
王
も
神
日
も
根
津
も
老

い
た
り
と
言

い
た

い
。
現
在
東
京
の
中
で
、
御
祭
礼
が
来
る
た
び

に
、
地
方
に
出
て
い
っ
た
氏
子
た
ち
が
、
ふ
る

里

へ
帰

っ
て
来
て
ま
で
も
御
祭
礼
に
参
加
し
た

い
と
い
う
神
社
は
ど
こ
だ
ろ
う
。

佃
の
住
吉
祭
、
小
舟
町
の
人
雲
祭
、
深
川
八

幡
祭
、
浅
草
三
社
祭
、
品
川
天
王
祭
、
南
千
住

天
工
祭
、
鳥
越
祭
、
千
住

の
各
町
の
氷
川
祭
く

ら
い
な
も
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
に
な

っ
て
、
神
社
の
御
鳳

輩
に
は
あ
き
足
ら
ず
、
御
本
社
神
興
を
渡
御
さ

せ
た

い
、
そ
れ
も
氏
子
各
町
の
町
内
渡
し
の
形

式
で
御
余
礼
を
と
り
行
う
神
社
が
年
々
増
え
て

来
て
い
る
．

深
川
の
富
同
人
幡
官
は
、
こ
こ
十
年
の
間
に

第

一
宮
神
輿

（台
輸
五
尺
）
、
第
二
神
輿

（台
輪

四
尺
五
寸
）
を
新
調
し
、
三
年
に

一
度
、
氏
子

が
か
つ
い
で
渡
御
を
始
め
た
。
神
日
明
神
で
も
、

現
在
四
尺

一
寸
の
官
神
興
を
六
世
宮
惣
が
製
作

中
で
、
今
年
十
　
月
十
二
Ｈ
に
催
さ
れ
る
天
皇

陛
下
即
位
十
年
の
国
民
祭
典
で
披
露
め
担
ぎ
が

行
わ
れ
る
。

ま
た
鉄
砲
洲
稲
荷

の
人
丁
堀
の
名
人
秋
山
三

五
郎
師
の
四
尺

一
寸
の
宮
神
興
が
、
つ
い
に
明

年
五
月
に
、
か

つ
が
れ
て
の
渡
御
を
行
う
こ
と

に
な

っ
た
　
こ
れ
は
氏
子
町
内
に
歌
舞
伎
座
、



新
橋
演
舞
場
を
は
じ
め
、
鉄
砲
洲
、
新
富
町
、

東
銀
座
が
含
ま
れ
て
い
る
，
さ
ら
に
、
駒
込
の

天
祖
神
社

（神
明
様
）
の
御
本
社
神
興
が
明
年

九
月
に
町
内
渡
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

私
が
な
ぜ
こ
の
様
に
、
御
本
社
神
興
の
渡
御

に
つ
い
て
熱
を
込
め
て
陳
述
し
て
い
る
か
と
言

え
ば
、
お
よ
そ
神
社
と
氏
子
と
の
心
の
結
び

つ

き
を
、
よ
り
濃
く
強
く
す
る
の
が
、
御
神
体
を

御
載
せ
し
た
宮
神
興
の
町
か
ら
町

へ
の
、
氏
子

の
一月
に
か

つ
が
れ
て
の
渡
御

に
よ

つ
て
こ
そ
、

よ
り
確
か
な
、
何
歳
に
な

つ
て
も
忘
れ
ら
れ
な

い
、

い
わ
ば
強

い

「
結
縁
」
と
し
て
感
じ
と
れ

る
、
そ
こ
が
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
私

は
そ
の
感
激
を
味
わ
う
こ
と
な
く
よ
わ

い
七
十

を
越
し
て
し
ま
っ
た
。

鳥
越
神
社
、
三
社
権
現
、
下
谷
神
社
、
湯
島

天
神
社
、
小
野
照
崎
神
社
な
ど
、
あ
の
官
神
輿

の
町
内
渡
し
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
の
、
神
社

と
の
結
び

つ
き
、
氏
子
各
町
内
同
志

の
親
睦
、

そ
し
て
氏
子
の
持

つ
誇
り
を
羨
ま
し
く
思
う
か

ら
こ
そ
、
根
津
権
現
で
も
、
御
本
社
神
興
の
町

内
渡
し
を
、
な
ん
と
し
て
も
と
り
行
う
よ
う
に

神
社
及
び
氏
子
総
代
の
方

々
に
心
か
ら
お
願

い

し
た
い
。
古
く
て
重
要
神
興
な
の
で
か
つ
げ
る

宮
神
興
が
な

い
の
な
ら
新
調
し
た
ら
い
い
。
そ

の
た
め
の
寄
付
な
ら

い
く
ら
で
も
出
し
た

い
。

神
輿
は
か
つ
ぐ
た
め
の
神
様

の
乗
物
、
鳳
輩
は

曳

い
て
歩
く
た
め
の
乗
物
で
、
こ
こ
の
と
こ
ろ

が
解

っ
て
い
な

い
と
、
五
十
官
惣
の
ヽ
日
桂

一

先
生
か
ら

「神
輿
を
鳳
車
に
乗
せ
て
曳
い
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
け
ど
、
あ
の
様
な
見

つ
と
も

な
い
真
似
を
し
な
い
よ
う
に
ね
」
と
私
は
念
を

押
さ
れ
て
開
口
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
秋
十

一
月
、
今
上
天
皇
御
即
位
十
周
年
で
、

山
上
で
は
日
本
橋
桧
物
町
、
神
日
で
は
神
日
明

神
の
宮
神
興
が
、
お
扱
露
目
を
か
ね
て

，
居
の

中
に
入
っ
て
御
天
覧
を
う
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
天
官
様
は
、
氏
子
を
持
た
な
い
お

官
だ
が
、
地
元
の
町
々
の
有
志
で
、
五
月
五
日

の
大
祭
の
と
き
に
か
つ
げ
る
官
神
興
を
作

っ
て

欲
し
い
と
の
願
い
に
、
神
社
か
ら
三
千
万
円
を

ぼ
ん
と
出
し
た
と
い
う
の
が
、
今
江
戸
っ
子
の

間
で
大
評
判
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
心
意
気
だ

け
で
も
や
は
り
下
町
は
す
ご
い
と
思
う
．

西
暦
二
千
年
を
節
目
に
、
従
来
の
し
き
た
り

や
因
習
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
活
力
あ
る
生
き

方
を
見
出
す
。
そ
の

一
つ
に
御
祭
礼
の
持
つ
意

味
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
、
敢
え
て
提

言
す
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
ぞ
″

根
津
の
氏
子
は
迫
力
が
な
さ
過
ぎ
な
い
か
な
　
。

平
成
十
一
年
六
月
中
旬
か
ら

十
月
ド
中
旬
ま
で

６
／
２
蓬
業
町
会
定
期
総
会
　
常
端
寺

６
／
２５
文
京
つ
つ
じ
会
総
会

７
／
″
定
例
役
員
会

・３
盆
踊
り
準
備
委
員
会

・４
上
千
駄
木
町
会
と
の
連
絡
会

２４
盆
踊
り
準
備
委
員
会

２７
盆
踊
り
準
備
会

８
／
８

区
報
配
布

‐２
定
例
役
員
会
、
盆
踊
り
準
備
会

・６
ヽ
２．
　
盆
踊
り
大
鼓
の
稽
吉

２２
，
２３
　
納
涼
盆
踊
り
大
会
　
大
観
音
境
内

２４
区
報
配
布

９
／
２
向
ヶ
丘
地
区
十
二
町
会
長
会
議

８

区
報
配
布

‐３
定
例
役
員
会

１０
／
８
文
京
地
域
安
全
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
　
町
会
長
　
坂
本
、

鈴
木
、
出
席

Ю

区
報
配
布

２
定
例
役
員
会

Ｂ
向
ヶ
丘
地
区
連
、
協
議
会
　
池
田

（秀
）

出
席



（秀
）
、
小
林

（清
）

９
／
２４
駒
込
防
犯
協
会
全
体
役
員
会
議

町
会
長
、
防
犯
部
長
、
出
席

・０
／
・８
全
国
地
域
安
全
運
動

（Ｈ
～
”
）

町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

（
１８
　
‐９
）

町
会
長
、
小
川
、
役
員
参
加

６
／
２
婦
人
部
総
会

‐６

日
赤
献
血
奉
仕

７
／
８
定
例
婦
人
部
会

７
／
１２

く
す
の
本
の
郷
奉
仕

（洗
濯
物
た
た
み
）

雄
川
　
平
林
、
藍
原
、
参
加

・５
資
源
回
収

８
／
１８
ヽ
・９
　
盆
踊
り
稽
古
　
坂
東
先
生
指
導

”
資
源
回
収

９
／
２

「婦
人
部
」
交
通
保
護
誘
導
員
委
嘱
式

″

々
、
地
区
連
、
池
田

出
席

る
区
報
配
布

駒
込
彗
皇祭
署

６
敬
老
人
ぷ
ら
会
手
伝
い

駒
込
母
の
会
支
部
長
会

・３
敬
老
祝
い
品
を
屈
け
る

‐６
資
源
回
収

‐９
婦
人
部
交
通
安
全
数
室

一
口
署
長
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ト
ー３
Ｆ

Ｏ
名
参
加

然

婦
人
部
定
例
部
会

１０
／
１
赤
い
羽
根
募
金
　
二
十
万
五
仔
七
百
円
也

ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・５
～
‐６
駒
込
母
の
会
研
修
旅
行
　
一
一名
参
加

‐９

日
赤
献
血
お
手
伝
い

”
廃
品
回
収

９
／
４
駒
込
交
通
安
全
協
会
理
事
会
　
」父
通
部
長

出
席

２．
，
３０
　
全
国
交
通
安
全
運
動
　
街
頭
指
導

婦
人
部
、
蓬
莱
友
の
会
、
他
の
協
力

８
　
２９
青
少
年
対
策
向
ヶ
丘
地
区
委
員
会

（ベ
ツ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ツ
ト
で
遊
ば
つヽ
）

駒
本
小
学
校
　
中
島
委
員
出
席

１０
　
１０

”
教
育
の
森
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（青

少
年
対
策
）
中
島
、

―――
席

当
町
会

の
方
で
七
月
か
ら
十
月
ま
で
に
ご
逝
去
さ

れ
た
方
の
お
名
前
は
左
記
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す

記

不
破
エ
イ
様

矢
崎
武
雄
様
　
　
七
十
三
歳

岡
野
普
太
郎
様

　

七
十
六
歳

海
蔵
寺

交
通
部
長
出
席

（“
名
）

（ダ
ン
プ
松
本
）

７
／
３．

「蓬
莱
た
よ
り
」
Ｍ
号
発
行

編
集
後
記

一
九
九
九
年
も
句
日
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

間
近
に
せ
ま
っ
た
二
十

一
世
紀
が
日
本
に
と

っ
て

亦
、
人
類
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
な
世
紀
に
な
る

の
か
否
か
誰
に
も
予
測
出
来
な
い
現
実
で
す
が
、

生
き
て
い
る
以
上
、
後
戻
り
す
る
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
．
老
い
も
若
き
も
元
気
を
出
し
て
新
世
紀
に

立
ち
向
か
い
ま
し
ょ
う
．

歳
時
記
の
中
に
こ
ん
な
句
を
見
つ
け
ま
し
た
。

数
え
日
の
ひ
と
日
ひ
と
日
を
そ
ば
だ
て
る

井
沢
正
江

編
集
委
員

二
宅
英
三
　
竹
中
俊
之
　
常
岡
裕

青
木
喜

一　
池
田
　
暉

７
／
２
定
例
役
員
会
で

「防
災
服
一
新
訓
を
決
定

９
／
８
向
ヶ
丘
十
二
町
会
連
絡
協
議
会

ｎ
／
‐４
に
防
災
コ
ン
ク
ー
ル
を
駒
込
小
学

校
で
開
催
の
予
定

一―

．
六

―
六

一―
三
七

―
十

一―
　
八

―
六


